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■ 「location-hunting」　yamagami yukihiro

ヤマガミ　ユキヒロ  Yukihiro Yamagami

1976年大阪府生まれ。2000年京都精華大学美術学部卒業。主な展覧会に「六甲

ミーツ・アート芸術散歩2013」（六甲山／兵庫 2013）、「窓の外、恋の旅。／風景と

表現」（芦屋市立美術博物館／兵庫2014）、「TARO賞の作家Ⅱ」（川崎市岡本太郎

美術館／神奈川 2014）、「テンプス・フーギット—大山崎山荘とヤマガミユキヒロの

視点」（アサヒビール大山崎山荘美術館／京都2015）、個展「Noises,Crowds,and 

Silent Airs」(GalleryPARC／京都2015)、「たかさき発！鉄道とアートの旅」（高崎市

美術館／群馬2015）、「まちの中の時間」（あまらぶアートラボA-Lab／2015）など。
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松長　この場所は元々、公民館だった場所で、一階

は保育所というちょっと変わった複合施設になっ

ております。若い作家の発表の場や、アーティス

トがワークショップをするような、地域の中でアー

トに親しんでもらう場所として、昨年から運営し

ています。その時のオープニングといたしまして、

ヤマガミさん、小出麻代さん、田中健作さんの三

人で「まちの中の時間」というグループ展を開催

いたしました。それをきっかけに三人の作家さん

がそれぞれ一年をかけ、尼崎の中で取材やフィー

ルドワークを行い、作品をお作りいただくという

プロジェクトになっております。今回はそのプロ

ジェクトの一つ目の展覧会「ロケーションハンティ

ング」ということで尼崎を取材したことを中心に、

お話いただきたいと思います。

ヤマガミ　ユキヒロさん（以下「ヤマガミ」）　作

品の簡単な説明と、今回の展覧会についてお話を

させていただきます。僕はまちの絵を描きまして、

そこに映像を投影しているんですが、その映像っ

ていうのは、その同じ視点（定点）で見たまちの

移り変わりであったりとか、時間の移ろいや季節

の移ろいをずっと撮影したものを投影している作

品を作っています。

　それで、昨年グループ展で初めて尼崎に来させ

ていただきました。それまで尼崎という土地は知っ

てはいたんですけれど、来たことはなくて。どう

いうものがあって、どういう地域だとかはぼんや

りとイメージであるだけだったんですけど、今回

尼崎の風景を描こうと思ってですね、いくつか考

えてたことのひとつで、僕が何か探して風景を探っ

ていくというよりも、たとえば尼崎の方たちにど

ういう場所があるんでしょうかっていうのを逆に

聞いてみたいなというのがありまして、広報誌に

載せていただいたのは今年の春先くらいでしたか。

そういうかたちで風景を募集させていただきまし

た。

　たくさんいただいて、それをベースに展覧会を

構成しようと最初は思ってたんですけど、実は尼

崎の街並みを回って行く間にいろんな思いが巡り

まして。最初に思ってたのは尼崎の風景をバーッ

と展覧会として出品して、尼崎のそういう一日で

あったりとか尼崎というものの肖像画みたいなも

のを、この場で紡ぎ出せるのかなあと思ってたん

です。でもちょっと途中から形が変わったという

か、自分の中の結構大きい出来事だったんですけ

ど、募集したところを巡って行くにあたって、例

えば今まで僕が制作した風景っていうのは割と有

名な場所であったりとか、みんなが一度は行った

ことがあるような場所が非常に多かったんですね。

意識して作ってたっていうことはないんですけど、

今回いただいたお写真は本当の日常っていうのが

非常に多くて。そこを巡りながら、自分が今まで

絶対にロケハン、今回の「ロケーションハンティ

ング」っていうのは造語ですかね、いわゆるロケ

ハンっていうのがテレビとか映画でロケする場所

を探すっていう意味で、今回展覧会のタイトルに

付けたんですけど、色んな場所を探しながら、普

通やったらたぶん僕絶対描いてないやろなってい

う場所に行き当たったんですね。で、今ずっと流

してる、グルグルっと尼崎を回りながらいろんな

写真を撮ってたんですけど、結論から言うと、た

くさんいただいたお写真のその場所を採用ってい

うことはしなかったんですね。なんでかっていう

と、いただいたお写真のところに行く道すがらに、

やっぱり自分がグッと来る瞬間がありまして、そっ

ちを描かせていただきました。日常の絵になるの

かどうか分からないけどずっと取材をしていく中

で「ああ今、尼崎の夕焼けきれいだな」と思った

ときに、「京都ってきれいなんかな？」と、ふと思っ

たんですね。今までロケしてるときにその場所の

－ 13 －

■アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」

A-Lab Artist Talk

 出　演	 ヤマガミ　ユキヒロ 、 平田　剛志

 司　会	 都市魅力創造発信課長　松長

 日　時	 平成28年10月29日（日）／午後２時～午後3時

 場　所	 あまらぶアートラボ（A-Lab ロビー）

「ロケーション・ハンティング」

新しく並列に紡いでいく
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風景しか見てなかったんですけど、ふと、例えば

僕は実家が高槻なんですけど、「高槻はどうなんだ

ろう？」とか。日常の中をずっと歩いて回ってた

んで、今までとちょっと違うところに感覚がいき

まして。尼崎もあって、東京もあって、京都もあっ

て、そういうものを並列で見せていくことで、日

常の中の風景を並べて見せていって、その時に思っ

た「あの人どうしてるやろう」っていうのに近い

ような感覚が沸いてきたというか、今までにそう

いう作品って作ってなくて。ひとつ決めたら結構

大きく伸ばしてデカイ作品ドン！と見せて終わり、

という感じだったんです。けど、いくつかの作品

を同時に見ることによって、今尼崎で見ているき

れいな夕焼けを京都では体験することができない

としても、その時に思いを馳せることはできるな

あと思ったんですね。

　今回の展覧会で核にするポイントは、そういう

尼崎の風景だけでなく、それを見ながら別の土地

のことや、何か別の出来事に思いを馳せるような、

そういう物語の作り方っていうのをやってみたい

なって途中から変わりまして。最初これ募集した時

は「your landscape」っていうタイトルを作り

ました。僕じゃなくて、あなたが見る風景をくだ

さいっていうことだったんですけど、「location-

hunting」っていうふうにしたのは、いろんな場所

の、匿名の場所を紡いでいくような作品にしたら、

どういうふうに見えるだろう、というのがありま

した。これが今回の作品の大きな流れです。

　今まで割と一点だけボン！と空間に置いて、そ

れを見てくださいっていうのが多かったんですけ

ど、今回メインフロアに展示してる 9 点の作品の、

時間もあわせた匿名の物語を並列で繋いでいくよ

うな見せ方にしました。これは自分の中では結構

大きいことで、匿名の場所で、一個ずつがどうっ

ていうのではなくて、その奥にあったりとかその

後ろにあったりとか今まで自分が経験したことが

オーバーラップするようなそういう瞬間が、尼崎

を巡っているうちに沸いていった、蓄積していっ

たんですよね。

　今までは作り方としては、例えばインターネッ

トでその土地をまず調べるんですね。そこで出て

きた画像とか、みんなが多く写真を撮ってる場所

を目印にロケハンしてたんですけど、尼崎でラン

ドマーク的なものは何かと言うと工場とかも出て

きてたんですけど、きっとそうじゃないところに、

いいと思うポイントがあるのかなーっていうのか

ら始まり、みなさんに募集を掛けさせていただき、

結果的に自分の中でも今後こういう作品を作って

いけるなと。阪神電鉄さんの建物だと思うんです

けど、ここも見に行って描こうかなと思ったんで

すけど、その横が良かったりとかね。この周辺も

ロケはさせてもらったんですけど、今回は自分の

中での出来事で展示をさせていただきました。

平田　剛志さん（以下「平田」）　場所に関する歴

史とか地域について文献にあたったりはするんで

すか。

ヤマガミ　いや、ほとんどしないんですよ。歴史

は確かにすごく興味はあるんですけど。僕取材し

てて、今回結構声かけられたんですね。大阪とか

でやってると声かけられたりして地元の人と仲良

くなったりするので、その時に「実はここの建物

はこうだったんだよ」とか「50 年前はこうだった

んだよ」っていうことを地元の方から教えてもら

うことがあって。「若いときはこういうのがあって、

今あなたが見ているのはこういう駅やけど昔はこ

うやったんやで」っていうのを対話の中で探って

いくんですけど、かといってそれを掘り起こして

どうこうっていうか、それはやっぱノスタルジーっ

ていうか今そこで人が生活してて生きてて時間が

流れてるっていうところのおもしろさっていうか。

普遍的な美しさとは何かみたいなちょっと大それ

たことも考えるんですけど、それっていわゆる美

術の中の表現としては結構普遍的な美しさとは何

かって言うのは難しい問いではあるんですけど、

日常の中にある出来事の蓄積のような気がするん

ですよね。で、特に東京タワーとかも、展示して

るんですけど、東京タワーも行ったら「おお！」

と思うんですよ。何回見ても「きれいだなあ」「す

ごいなあ」とか「写真集で見たとおりやなあ」と

かほんまに感動ってあるんですけど、それの一撃

の大きさよりも、例えばいつも通ってる橋の袂に

太陽がこう差しかかってて、逆光で学生のシルエッ

トが写ってる一瞬とか、そういうところにひょっと

したら普遍的な美しさってあるんじゃないかなっ

ていうのに今回気づかされた。なので歴史云々っ

ていうよりも、その場所の生きてる時間とかの表

現ですね。

平田　ちなみに今回、フライヤーにもテキストを

書かせていただいて。会場配布資料の中に入って

いるんですけど、もし良かったらお帰りの際にお

持ち帰りください。今回展示を見る前にテキスト

を書いたので、改めて拝見して、簡単な感想をお

話します。今ヤマガミさんが言ったようにこれま

で大きな作品が印象に残っていたんですけど、今

回は小さな作品が集積するかたちで全体を見せて

いく。先ほどお話にありましたように尼崎を取材

したのでありながら、実は尼崎ではない場所の風

景があちこちで展示されているという、ある種、

尼崎を周辺的なかたちで見せていく。人の目線で

街を切り取りながら、逆に空や時間の変化、季節

の移ろいとか、普遍的に流れている時間、日常生

活を俯瞰するような展覧会なのかな、というふう

に思いました。尼崎って、悪く言ってしまえば何

もない、そういうまちだからこそ普遍的なものが

見えたのかなと。用語的なことを言うと、ロケー

ションハンティングというのは映画の撮影の段階

で脚本があって、それに見合った物語を探してい

くこと。

つまり、まだ映像も撮影してないし、企画・脚本

しかない段階で、背景になるような場所を探して

いくプロセスの行為を指しているんです。今回、

「your landscape」ということで（写真を）募集

をし、それを探しに現地に行く過程の中で見つけ

たものが展覧会の構想、着想になった。その点で、

応募された写真そのものは作品化されてはいない

んですが、逆に言うとその作品を脚本のようにし

て、風景を探す過程のプロセスが今展のロケハン、

ロケーションハンティングの過程で得た成果物と

言える。要は「your landscape」ということで

募集した場所を巡る過程ででき た展覧会というの

はおもしろいなと思いますね。

ヤマガミ　僕の作品はすごく時間がかかるんです

ね。一個作るのでも絵を描きながら取材もして、

天気悪かったらまた翌日撮りに来たり。ひとつ作

るのに半年くらいかけて作っているんですが、そ

れと同時に、例えば 2011 年に発表した作品で渋

谷の絵があるんですけど、一番最初にロケハンし

たのが 2008 年なんですね。その時にロケハン

してちょっと視点が違う角度でドローイングまで

は作ったんですけど、発表せずに終わったんです

ね。2011 年に展覧会の話があったときに、自分

の中の描きたいテーマに当てはまる風景が、その

2008 年にロケハンやっていた場所だったんです

よね。ロケハンに行ったとしてそれがダイレクト

■アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」

　　　　　　　　　　　ヤマガミ　ユキヒロさん
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してるんです」って言ったら「あ、どこどこって行っ

た？」とか「そこいいよー」っていう話になって。

それが数珠繋ぎみたいに繋がっていく感じがいい

なぁと思って。みなさんがその土地のこと愛して

るとか好きとかっていうわけじゃないんでしょう

けど、そういう対話がこのまち多くて。東京とか

京都でやってるときは、すまされる感じなんです

よね。カメラ持ってる観光客の人多いんで、いち

いち聞いてないっていうんもあるんでしょうけど。

東京は逆にあまり干渉しないというか、他人には

干渉しないようにすれ違っているまちなんやな

あって僕取材してて思いました。

平田　ヤマガミさんて住んでる京都を作品にす

るってあんまりなくて、東京だったりとか、尼崎

もだし、定住者としての場所ではなくツーリスト

というか、全く別の視点でまちに入っていく、そ

れに近いことを毎回されているっていうのはあり

ますよね。

ヤマガミ　僕、京都の絵を全然描かないんですよ

ね。あんだけ熱弁してね、普段の中の日常のとか

言っておきながら自分が一番リアルな京都市内っ

てほとんど描いてないんです。実際自分がリアル

に感じてるものは難しいんでしょうね、距離感が。

その辺のピントが今まだ合ってなくて。別に好き

好んで遠方に行ってるっていうわけじゃないんで

すけど、近すぎて見えないみたいな、お父ちゃん

とお母ちゃんにキツく当たってる思春期みたいな

感じに近いのかなーという。今お話し聞いて、確

かにそういえば自分が一番リアルって思ってるも

のはほとんど作品になってないなと思いましたね。

京都描いたのって一個とか二個とか。

観客１　前の展覧会のときに鴨川の作品がすごく

好きだったんですけど、朝から晩に移りゆく作品。

あれすごい良かったです。

ヤマガミ　ありがとうございます。尼崎に武庫川っ

てあるじゃないですか。武庫川ずっと歩いてて、

て風景見てる余裕もないし、人に当たらないよう

に歩いてるだけであって、年齢が上がっていくと

怒るのと謝るのが仕事みたいな、怒られて部下怒っ

てみたいな、心に全然余裕がなかったんですけど、

それでもやっぱりたまにビルとビルの間から見え

る夕焼けとかに、「あぁなんか今日キレイなー」と

か、「今日満月なんやなあ」とか、ほんまに一瞬

なんですけど、そう思ったことがあったんですよ

ね。僕実はずっと自分の作品で大事にしてる大き

い出来事はそれや！って。確かに絶景とかいいで

すけど、それよりも、そんな慌しい日常でストレ

スもあってワーッてなってるときでも一瞬なんか

ホッとなる深い美しさっていうのがね、むっちゃ

くちゃ小さい出来事なんですけど、そういうもの

がええなってずっと思ってたんですね。で、なん

でまち中描くんですかってよく聞かれてたんです

けど、自分の中で一番リアルなものがやっぱりま

ちで、山とか川とかっていうのは行こうと思って

は行きましたけど、それってたぶん風景に出会う

ために行ってるんやな、と思ったんですよね。美

しいものにこっちからアクティブに探しに行くの

と、向こうからやって来るのとはちょっと違うな

と。どっちもキレイで感動するんですけど、いつ

も見慣れた場所なのに今日はちょっとキレイみた

いな、そういう感動っていうのは自分の中ですご

く大きくて。尼崎は本当にみなさんフランクに声

かけてくださって。今、京都住んでて。で、東京

の絵が多いんで、東京に行くと、逆にイヤホンで

音楽聴いて自分の世界作ってます感を出したほう

が馴染めます。声掛けられるときは「何録ってらっ

しゃるんですか？」っていうのが多いんですけど、

尼崎は違うんですよね、いきなり近いんです。友

達かなって、笑。「どこどこ知ってる？」とか「こ

のカメラ高いん？」とか。いきなり！？みたいな。

そういう話ししてて、「いや実は、尼崎のこと知ら

ないんで、土地回って写真撮ったり映像録ったり

ど。そういうプロジェクトとしてみなさんからの

風景で構成されたオムニバスの映画のような、絵

描きの思いがなくて、別の人からの思いを集積し

た、いろんな人の思いでできた映画みたいな展覧

会をしてみたいなと。

平田　昭和 2 年（1927）に「日本新八景」とい

う企画が東京日日新聞と大阪毎日新聞であって、

読者の人たちに、あなたが選ぶ「新日本八景」を

応募してくださいっていう大キャンペーンをした

んですね。それで 9300 万通くらい応募があって、

最後に八景選ばれるんです。さらに、選ばれた八

景に文学者と画家の人を派遣して、短編小説と絵

を描く連載もありました。僕が個人で研究してい

る鳥瞰図の画家・吉田初三郎という人がいて、そ

の人も日本八景で選ばれた場所の鳥瞰図（『日本八

景名所図会』1935）を描いています。日本八景

を描いてる画家の中には横山大観とか有名な画家

もいて、それぞれ現地に行って風景を描いている

んです。他にも二十五勝（にじゅうごしょう）と

か日本百景とかも選出され、各地域も観光合戦で、

うちも選んで欲しいとどんどん応募や報道が過熱

して、落ちたところからは苦情がいっぱいあった

ようです。好きな風景を募集すると聞いたとき、

それを思い出しました。

ヤマガミ　自分ひとりで巡るのには限界があると

思うんですね。例えば世界遺産とか絶景の風景み

たいなのはやっぱり感動するんですけど、そうい

うガイドブックに載ってるようなところへ行って

景色見て、あぁ、と感動する感動よりも、今もうずっ

と絵描きとしてやってるんですけども、ちょっと

前までサラリーマンをやってたんですね。サラリー

マンやってるときって時間に追われるんですよ。

打ち合わせがあって、ハイ次の取引先行って来い

みたいに走り回ってたんですけど、そういうときっ

に次の展示に還元できるかとなると一気には作れ

ないですし、そのときに合わなくても蓄積して残っ

てまして、どっかのタイミングでそれがまた作品

化していくことがあります。

　で、今回その「your landscape」っていうタ

イトルで募集させてもらったんですけど、それは

自分の今の主観ではいただいた景色とか場所って

いうのはずっと残ってますし、もうちょっと時間

が経ったときに、尼崎で展示する以外の場所で、

ひょっとしたら展示をするかもしれないなあと

思ったんですよね。2008 年に渋谷を取材したと

きは、東京の展覧会が決まってたんでそれ用にロ

ケハンに行ってたんですけど、結局 2011 年に京

都で発表するのに渋谷の絵を描いたんですね。そ

ういうことがあるので、今回募集した作品のタイ

トルとして付けた「your landscape」っていう

のは、もうちょっとちゃんと練って、いろんな人

からずっと教えていただきたいなというのがあり

ます。それを繋いでいって、みなさんから募集し

たものはみなさん独自の目的があるんですけど、

必ずしも監督の思いではない場所がワーッと出て

きたときに、それをバーッと一気に並べて展示す

るってなったときに、そういう映画って絶対ない

と思うんですよ。監督の思いがほとんど入ってな

いロケ地で構成された映画みたいな。そういう展

示ができるのかなとか、そうなったときに何が見

えてくるのかなっていうのは気持ちとしてすごく

大きくなってまして。今後、主語がない、主体性

はあるけど主語のない映画のような、そういうも

のが紡いでいけるのかなあと。それが僕が最初に

尼崎でロケしたときに感じた日常の中の普遍性み

たいなことに近いかなという部分がありまして。

ただ、それは一ヶ所じゃなくて、もうちょっとい

ろんな土地を巡る必要があるのかなと思いますね。

今後、教えてもらうやり方をどうしたらいいのか、

まだ全然自分のなかで明確になってないんですけ

■ アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」

見慣れた場所にある感動を
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とかするんですよ。まずちっちゃい作品になって、

それから大きくなるっていうような感じです。あ

んまりドローイングとかは発表してないんですけ

ど、手間暇かかるというか。ボツになった作品が

多くて。

平田　映像って、あとからいくらでもいじれるわ

けじゃないですか。ずっと同じ場所にいてここ変

えたいなと思ったら変えられるわけじゃないです

か。

ヤマガミ　映像って、絵って 100％こっちが描い

てるんで創作物なんですけど、映像って半分ドキュ

メンタリーですけど今ってコンピューターが発達

してるんでいろいろ触れるんですね。今回もお月

さんを、作品で言うと今回自分の中でも変えたの

はフレームの外に月だけ出してるんですね。今ま

で壁やと思ってたものがひとつのフレームになっ

たらいいなと思って月出したんです。実際でいう

とあんな大きく見えないんですよ、まち中におっ

たら。月って実はちっちゃいんですけど、本来の

その場に立って見た月の大きさだと印象に残らな

いので。映像の編集っていうのは絵に合わせてか

たちをちょっと変えたりとかはしてるんですけど、

雲を合成したりとか、一切やってないです。一切

やってないです！合成してないです！って言って

るわりに月の大きさ変えてるんです、笑。そうい

う部分の映像ならではの編集はしていますね。

とかもそうですね。途中で色がついて、白黒とカ

ラーを使い分けるっていうのはあるんですけど、

ヤマガミさんは同時に、ひとつの支持体が白黒で、

もうひとつの支持体がカラーで混在している。こ

ういう表現というのは映画では不可能なもので現

代美術だからこそできることではありますよね。

ヤマガミ　たまにこういうお話するときに引き合

いに出すので印象派のお話をよくするんですけど

ね、印象派の人ってたぶん色が描きたい、でもそ

れは一瞬じゃなくて変化していく色のおもしろ

さっていうのを表現したかったんやろなと。例え

ばモネにしても睡蓮を連作にしたりするのはたぶ

んそういうある一瞬の出来事とか止まった時間を

描きたいんじゃなくて、それが地続きに繋がって

いる、変化していくものを描きたかったんやろなっ

ていうことをよく思ったりお話ししたりするんで

すけど。尼崎って夕日がキレイなのもあって、見

てたからかどうか分からないんですけど劇的な日

が結構ありまして。

平田　それは季節はいつごろなんですか？

ヤマガミ　夏くらいです。平野部だからこそとか

いろんなことがあるんでしょうけど、そんときに

やっぱり感動が非常に多いというか、自分の中で、

まあ日常なんでしょうけどね、見上げたらこうやっ

たってだけなんですけど。

平田　もうひとつ確認ですけど、制作プロセスは

現地に行ってカメラを据えてほぼ一日いる。で、

録ってきたものの中からさらに映像編集していく

過程と絵画を作っていくのと同時進行ですか？

ヤマガミ　プロセスとしては先にロケハンで回っ

て、で写真撮って帰ってくるんですね。それをベー

スに一回ちっちゃい絵を描くんですよ。ちっちゃ

いの描いて、映像の仮編集みたいのをやりまして。

いいなと思ったらまた本格的に取材に行って。作

品のサイズね、現地に行ってこのサイズじゃない

と伝わらないなっていうのがやっぱり出てきたり

作品の話でいうと奥に展示してる空の写真の作品

があったんですけど、結局僕の中で、さっき平田

さんが景色に色が入ってるっていうのがなるほど

そうかと思ったんですけどね、日本って四季があっ

て、紅葉して、桜咲いてみたいな山見てたら感じる

んですけど、本当に一番最初に僕がまちでロケし

てるときにおもしろいなと思ったのが、昨日と今

日でマクドナルドの看板の赤の色が違うなと思っ

たんですね。まずそれが最初で、モノクロで絵を

描いてるのもそういうことなんですよね。同じ日

がなくて、同じマクドナルドの看板は赤くないな

と。マクドナルドの看板が毎日色が変わってるわ

けじゃなくて、空の光の具合だけやんなーってい

うのがあって。昔は風景もずっと油絵で描いてた

んでカラーで描いてたんですけど、そういうのを

全部やめてしまおうと。この世は光っていうもの

はものすごく変わっていくけど普遍的な美しさを

演出してくれるものやなというのがあって。それ

もね、まち中にいたから気づいたんですよね。た

ぶん森だけ見てると、あれ、色が違う、当たり前

やなっていうので終わってたのかなっていうのが

あって。

平田　映画では白黒映画・カラー映画があると思

うんですけど、ヤマガミさんはひとつの作品の中

で両方やっているわけですね。白黒映画的なこと

を絵画でやり、カラー映画的なことを映像で同時

にやる。それって映画では絶対不可能なんですよ

ね。映画では白黒映画とカラー映画は同時には上

映できないので。たまに映画によってはカラーと

モノクロが一本のなかに両方存在しているものも

あったりはします。ヴィム・ヴェンダースの「ベ

ルリン・天使の詩」では、天使が見ている景色は

白黒で、天使が人間になったときはカラーの映像

になるんですね。最近の映画では「カラー・オブ・

ハート」というのもありましたし、大林宣彦の「転

校生」とか、ディズニーの「メリー・ポピンズ」

今回は作品にしなかったんですけど、武庫川だけ

をテーマにしたもので一回しっかりやりたいなっ

て思って帰って来てるんですよね。あれって西宮

に続いてるんですよね。あの感じがね、なんかい

いなと思って。

平田　風景画をテーマにしたときに、作家は原風

景だったり、あるいは自分が住んでるまちだった

り、そういう思い入れのある風景を描いてる方が

多いですよね。ヤマガミさんの場合、原風景的な

ものとかノスタルジア的なものっていうのがあん

まり感じられないんです。渋谷だったり銀座とか、

出身地、京都以外の場所の作品が多かったりする

ので。逆にヤマガミさんが何に興味があるのかと

いうと、夕日が好きだったり月だったり、移ろうっ

ていうことにフォーカスされているのかなと思い

ます。空の色や風景のことを別の言葉で「景色」

と言って、色が入っている。日本古来の景色って

いうのは色が移り変わっていく。ヤマガミさんは

非常に日本人的な風景の見方をしているのかなと

思いますね。

ヤマガミ　自分の中でも分からない部分なんです

けど、僕人間描かないんですよ。ほとんどまちの

風景ばっかりで。距離感がいいんでしょうね。あ

んまり知らなくて、徐々に知っていく感じとか。

最近なんですけど、先ほど平田さんも言ったよう

に風景画っていう言葉を自分の作品を説明すると

きによく使うようになったんですけど、風景画っ

て言わないですよね、笑。風景っていう言葉自体

はみなさん使うんでしょうけど、風景画ってなる

とやっぱ一昔前のちょっとだいぶクラシカルなイ

メージがあるなと思ったのは、絵はがきみたいな

イメージになってしまうんですよね、僕の中での

風景画って。ひょっとしたらそういう距離感のニュ

アンスなのかもしれないんですけど、映画用語の

ロケハンとか、風景画っていうものを、去年くら

いから本当に積極的に使うようになっていますね。

■アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」

　　　　　　　　　　　　　　　平田　剛志さん
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音録ってビデオと写真を撮りに行ってて、最終的

にそれは作品にしたんですけど、その時は音声だ

けにしたんですよ。喫茶店って、いろんな音が聞

こえてるんですよ。ガチャガチャッていう音もす

れば「いらっしゃいませ」とか、あっちの会話こっ

ちの会話と聞こえてきて。それは音の作品なんで

すけど映像で大きく字幕を入れたんですよね。喫

茶店にビデオカメラ持って行ってジーッと録って

るやつを夜になってヘッドホンで聞きながら文字

起こしをする。人の会話を文字起こしして。その

ときね、すごいおもしろいなあと思ったのは、こっ

ちで野球の話してると、こっちのグループ知らん

間に野球の話をしてるんですよ。回っててね、あ

れ？って。あれ、これ B グループに行ったな、み

たいな。そういう話になるんですよ。伝染するん

ですよね、知らん間に。そのあたりがすごくおも

しろくて。

で、さっきの映画の話に戻るとね、映画とかドラ

マってすっごいゆっくり喋ってて、分かりやすい

速さなんですよ。逆に、喫茶店速いんですよ、会

話がめっちゃ。

平田　関西弁だからじゃないですか？

ヤマガミ　関西弁だからですかね。めちゃくちゃ

速いのと、あと主語がないんで、その場におった

らニュアンスで分かるんでしょうけど、後で素材

として聞くともう何の会話してるのか全く分から

ないんですけど、なんか盛り上がってて。本当は

どっかで音っていうのをね再制作、再構築したい

と思うんですけど。

平田　今回、「物語」という言葉を使われていると

思うんですが、そういう要素はあると思うんです。

ヤマガミ　僕の作品もドキュメンタリーじゃない

んですよね、作意が入ってるので。でもその作意

は、ホースで雨を降らせてじゃなくて、雨の日に

雨が降ってるんですけど、何に近いのかなと思う

と、やっぱり小説的なものであったりとか、映画

うんですよね。中でゆっくり進む時間の作品を見

て、出たときに足音聞こえとったら現実に一気に

引き戻されて、そのギャップがいいかなあと思っ

て、普段自分がやってるようなことなんですけど

ね。なんとなく日常音が流れている中で作品を制

作するっていうのをやってみようかなっていう。

今後も音はしっかりちゃんと録音をしていくんで、

素材としてはたまっていくと思うんで、いずれ、

いつかのタイミングで音、映像はいらない作品を。

本来的には一枚の絵があって、音流してるだけで

絵が動いてるような感覚に、本当はね、そういう

ものを作れたらいいなあって思ってるんですけど、

自分の中でそれが鉛筆画じゃなくて油絵の具でザ

クッと描いたようなもんなんかもしれないし、ちっ

ちゃい写真かもしれない。写真一枚だけちっちゃ

いのがあって、サービス判みたいなんがポンッと

あって、音が流れていることでその写真が動いて

るように感じてもらうような、そういうものかな

と。

平田　なにか具体性をいれたいですよね。

ヤマガミ　昔ね、喫茶店の絵描こうと思ってたん

ですよ。喫茶店の外観じゃなくてね、喫茶店って

いう本質を描きたいなと思って、ドトールさんで

ずっと取材を。

　ちっちゃい小型のカメラとか持って京都のド

トールさんにずっとお邪魔してたんです。喫茶店

描きたいと思ったのもよく行くんですよ喫茶店っ

て。喫茶店に行くときってコーヒーを飲みに行っ

てる日ってあんまりなくて。打ち合わせとか、時

間つぶしであったりとか別の目的で行ってるんで

す。単純に「コーヒーが飲みたいから」っていっ

て喫茶店に行ったことってあんまなくて、何かの

目的を遂行するために喫茶店があるなあと思って、

じゃあ喫茶店っておもしろいなあと思ったんです

ね。会話させてもらうのに 400 円払ってコーヒー

飲むみたいな。なんかそれおもしろいなと思って。

サウンドトラックがあると思うんですが、サント

ラがないっていうのは理由があるんですか？

ヤマガミ　毎回しっかり録音するんですよ、マイ

ク持ってって。別にこういう話をするために録っ

てるってわけじゃないんですけど、この場で流れ

てる音っていうのをぼんやり流しながら描いてた

りするんですね。それは絵の中でも葛藤というか

憧れとかに近いもんなんですけど、例えば音とか

匂いとかは、絵で表現するって難しいんですよ。

音が聞こえる絵を描ける人とか、匂いが匂ってき

そうな絵が描ける人っていうのは、絵描いてる平

面の人間からしたらわりと憧れの人かな、と。本

来的に言ったら場所に行ってキャンバスを立てて

その場で描きゃいいんでしょうけど、今ねそんな

んやったらコラッて言われますから。やっぱサイ

ズも大きいんで持って行けませんし。写真撮って、

写真見ながら描くっていうことになるんですけど、

それってやっぱり写真なんですよね。止まった一

瞬ですよね。昔からいろいろ試してて、テレビを

横に置いてビデオを見ながら描くっていうのを一

回やったんですよ。それで何が変わるかっていっ

たら何も変わらないんですよね。自分の気持ちで

全ての現場に行って、現場の雰囲気を、現場にさ

え行けばそういう音も聞きながら匂いも匂ってい

ろんな人と喋りながら描けるから本当はそれが一

番ベストなんですけど、なかなかやっぱ難しいの

で、そういうのんにちょっとでも近づけたいとい

うか、表現の音が聞こえてほしいなあっていうの

があって、編集をしない素材をぼんやり流してい

ます。音っていつも作品にしようと思ってしっか

り録るんですけど、むっちゃくちゃ難しいのはも

のすごい現実的になるんですよ音聞いちゃうと。

話し声とか足音とか聞くと。今までその物語に入っ

てたのに、いきなりパッと現実に戻ってきちゃう

んで、例えば尼崎の夕焼けを見て京都とか東京に

思いを馳せるっていう時間が取れないかなって思

平田　それはやっぱりレンズの差とかもあります

からね。

ヤマガミ　満月の日とかまち中におって撮影じゃ

なくて普通に見たときお月さんって大きく見えま

すよね。でもあれ iPhone とかで撮ったらね、ちっ

ちゃくなりません？　その感覚のギャップが、どっ

ちを大切にするかってなったときに、やっぱ自分

らの印象に残った「あれは大きかった」と、言い

聞かして拡大しています。ここのやつとかも実際

に見るよりも遥かに望遠で狙ったようなサイズに

なってるんですけど、自分がこの屋上で、村野藤

吾さんですよね、市役所の。その上で撮影してる

ときに偶然お月さんがいいのがあったんで別録り

で録ったんですけど。

観客２　市役所の上から見たやつですか

ヤマガミ　そうですね。街並みが一望できて、人

の生活があって。最初はね、大阪に向いてる方向

で絵を描こうかなと思ったんですけど。で、実際

大きく描いたのは南向きで。これ、絵にする人っ

ていないと思うんですよ。だって人の家ですから。

最初は僕もあんまりピンときてなかって、ピンと

きてたのは大阪方面に向いてる、向こうのほうに

ビルがあって、手前に人の生活があるっていうも

のは、自分の中でここかなと思って。実は直前ま

でずーっと悩んでて、映像の編集とかと両者やっ

てたんですけど、今回その一番最初の話に戻るん

ですけど、当たり前の風景で、おそらく絵になら

ない風景の中に、ジッと見てるとやってくる美し

い瞬間っていうのが、南向きかなみたいなって。

絵を描くために写真を撮るんですけど、望遠で写

真を撮っていいもんかどうかって。人の家やしな

あみたいな、自分の中で、そういうの描いたこと

なかったんですよ。

平田　映画の話に戻るんですけど、映画の場合、

■ アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」

物語と現実のギャップを
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は何かって言われると、形なのか、時間の雲がき

れかったからなのか、それも明確に言えないんで

すけど、さっきの質問でいくと、大切にしている

のは絵の部分というか、自分がここ描きたいなと

思って、で何が描きたいかってなった時に、例え

ばここもそうなんですけど、この煙突が描きたかっ

たわけじゃないんです、僕が描きたいと思ったの

は、煙突越しに見ている向こうの夕日で、それを

描くのに一番説得力あるのは、たぶん手前にある

工場を背景にしたそれに僕は感動しました。じゃ

あ工場をできるだけ精密に描こうと思ってそうい

う形になっている。僕が描いてないものが本当は

描きたいんですね。空とかが描きたかったし、こ

の光ってる光が描きたいんですけど。それを描く

ためにそれ以外のところを描いているような感じ。

アニメなのかフィクションなのかという問いは一

回持ち帰って吟味したいです。

この町の形もいいんですけど、この町の形を通し

全部自分が見た視点なんだし、そういうものを蓄

積で見せたいな。

観客４　やっぱりドローイングの方に重きをおい

てはるんですね？写真よりも。

ヤマガミ　同じぐらいなんですけど。

観客４　映画の話されてましたけど、フィクショ

ンというかドローイングの方に重きを置いている

というのはアニメーション的なもので、写真とい

うのは実写的。やっぱり全く違うものですよね。

その辺りはどのように？

ヤマガミ　今、おっしゃられた言葉は非常にハッ

となったのは、そんなこと今まで思ったこともな

かったけど、言われてみたら確かにそうやなと。

観客４　フィクションでも全然違いますよね。

ヤマガミ　今、明確にお答はできないんですけど、

なんか作品作る時に描きたいなと思ったものしか

ほとんど作品にしないんです。その描きたいもの

て見せれるなあって思ったんですよね。最初のめっ

ちゃくだらない着想というか、最初に要するにド

ローイングっていうものは確かにドローするもの

ですけど、僕が今までこの作品になる以前に行っ

てきた、その風景を一ヶ月間見たっていうのもそ

うですし、実際にエスキースとして絵を描いたっ

ていうのもそうですし、映像の素材としても全て

のものが自分の中でのドローイング的な役割かな

と。必要不可欠な素材であるなあと思って。全部

自分が今まで立ち会ってその場でいた風景の時間

を蓄積したような、なんかそういうものにならな

いかなあと思って。ドローイングの役割とかって

いうのは、立体とかいわゆるインスタレーション

といわれてる人がやるドローイングと、絵描きの

人の描くドローイングって、意味合いが変わって、

一緒というか、サイズの大小なだけで気持ちはどっ

ちも 100％でやって、片手間に描いてる人ってあ

んまいない、本気で描いてるけど、サイズの関係

でそのサイズに収まってたっていう。でもたぶん

彫刻の人とかが思うドローイングっていうのはそ

の先にある作品に向けて助走してるものであった

りとか、頭の中にあるものを一回形にするのに必

要なプロセスかなと思ったんですけど、自分って

そういうの何かなって思ったときに写真を整理し

たりとか映像を見直したりとか、絵を描くってい

うのもそうなんですけど、そういうもの複合的に

全部そうかなと思って、ドローイングっていうタ

イトルで映像と写真とにしました。

観客３　時間的には全部違う？

ヤマガミ　そうなんですよ。なんとなく灰色になっ

て、夜もあって、天気の日もあって、ちょっとぼやっ

とぶれてる。ロケに行くのも 1 日じゃないんです。

数日にわたってロケに行くと三脚でやるんですけ

ど、その位置ってピタッとあうことは絶対なくて、

なんとなく決めるんですね、おおまかには決める

んですけど、絶対にぶれる。ぶれてるんですけど

的なものに近いのかなと思っていて。でも主人公

とか主役とかは立てずに、見てもらった人が自分

の記憶とかに混ざっていってほしいなと。例えば

まち中に「キレイやなっ！」ていう夕日あったん

ですけど、同じ時刻同じ角度でみた人が「悲しい」っ

て思ってる人がいたんやろなっていう。そういう

こと感じたときにいろんな受け取り方ができる映

画とか物語みたいなものを紡ぎ出したいなってい

うのがあって。なのでロケーションハンティング

とか映画用語使ったりするのも、そういう思いが

あるからかと。

平田　京都芸術センターの時（「re:framing- 表情

の空間 -」（2013））は物語性を排除したいと書い

てたと思うんですが。（笑）

ヤマガミ　来年世界遺産描いてたりしてね、笑。

確かにちょっと物語性、排除してたと思うんです

けど、人間っていうのは成長しますね。偉いもんで。

なので今日お話ししたことも、ぼんやりしてるの

で、また次やるときに突っ込まないように。（笑）

観客３　100 枚くらい画像を重ねてっていうのは

倉庫の作品ですか？　元は写真？

ヤマガミ　写真と、ビデオを録ってるんですけど。

要するに映像でね、例えば見せるときって 8 分の

映像の場合 8 分いてもらわないといけないじゃな

いですか。で、その 8 分の中には一ヶ月とかって

いう時間が濃縮しているんですけど、でもその一ヶ

月を見せるのに映像だったら 8 分かかるのを、な

んか一枚にまとめれる方法ってないかなと思った

んですね。で、パソコンの画像の編集ソフトを使

うと透明度とかっていうのがあるんですけどね。

1％から 100％まで透明度変えれるんですよ。一ヶ

月見た写真が蓄積していくともう何百枚もあるん

ですけど、ひとつの時間にキュッとまとめるには、

100 枚重ねて、100 枚を重ねて一個ずつを 1％

にすれば全部 100％になるので、これで一ヶ月っ

■アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」
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あとにあるものを作品として出してることがわり

と多いので、そうしたら今作っているものをどこ

かでまた展示するってなった時に、追加で撮影に

来るんやろうなと思うんです。３年前に見た人が、

３年後に見た時に、たぶん同じものは見てないん

ですけど、そいういうのは絶えず自分の中でやっ

ている感じです。

て歩いていく人がいたり、通学する高校生がいた

り、そういうシーンが非常に自分の中で興味があ

る、心に残っているのでそれを描いているんじゃ

ないかな。

観客４　オムニバスという話しがありますよね、オ

ムニバスってよくあるパターンとしては、同じ時

間の中で並行していくつもの人たちがいて話がす

すみますよね、時間が近くだと思うんですよ。ど

ちらかというと今回、わりと同じ時間の中に、近

い時間に作品があるような、例えば時間が違う中

に作品がある場合、３年前の写真と現在の写真が

並ぶっていうのはまた違った物語っていうのが出

てくると思うんですけど。

ヤマガミ　そうです。僕は作品を創っていくのに、

絵ではあまりやらない一つのやり方として、アッ

プデートできるなと思っているんです。それは要

するに２０１１年に作って撮影した作品ていうの

があるんですけど、それは２０１４年に出す時に

は、追撮にだいたい行くんですよ。追加で撮影し

ているのかと今どうなっているかが見たくて行く

んです。行くとやっぱり何か変わっているんです。

街中やったら、手前に描いてたビルがなくなって

いるとか、そういうものを編集で実は入れてます。

一番最初に描いたものがあって、その上に、年取っ

ていくんですね、町が。それが作品のコンセプト

じゃないんですけど、追加で撮影して、何か変わっ

たものがあって、追加で撮影した時にハッとなる

ものがあった時は、だいたいそれを上から重ねて

新しい作品にしています、だからといってアナウ

ンスはしないんです。追加で撮影しました、新し

い作品になってます。とは言わないんですけれど、

自分の中で今まで黄色の絵の具塗ってたところに、

ちょっとだけ赤を足したような、ずっと追加で、

追記していっているような感じなんです。本来的

には二つに分けて展示もできるんでしょうけど、

時間が３年前だけで止まっているんじゃなくて、

■ アーティスト　トーク　「ロケーション・ハンティング」
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